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要旨： 本研究は地域づくりが進まないと言われていた中津川市川上地区において、その突破口に県境を越えた知恵の交流連携

と「課題発見型イベント」が有効であるという仮説の実証型研究である。研究は川上地区での既存組織まちづくり推進協

議会でのワークショップ型会議を対象に進め、「課題発見型イベント」が有効に機能したことを実証することができた。

知恵の交流連携についても「課題発見型イベント」の実施により、他地域情報を生きた知恵として地域で内部化すること

が確認できた。 
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1. 研究の目的と仮説設定 

地域づくりが進展する要因とは何であろうか。本

研究は地域づくりにとっての地域課題とは何か、課

題に対し住民がどうたち向かい、それを解決する方

策と組織を組み立て実行するのか、実際の事例での

地域づくりの展開過程から分析するものである。 

本研究の方法は地域づくりが進まないと言われて

きた中津川市川上（かわうえ）地区を対象に、地域

づくり先進事例である長野県阿智村清内路地区との

県境を越えた知恵と経験の交流と、もう一つ「地域

づくりの展開のために課題発見型イベントが必要」

という仮説を設定することにより、地域づくりの実

践においてその方法をさぐるものである。 

「課題発見型イベント」という仮説について説明

しておくと、その仮説は長く陸の孤島と言われてき

た徳島県南部太平洋に面した 100 人ほどの小漁村集

落・伊座利地区において、漁師達住民の奮闘により 

20 人を越える漁村への留学生とその両親の移住を

可能にし、集落の小学校と中学校分校の廃校危機を

脱した地域づくりの中での最も独創的な取り組みと

して筆者らが発見したものである(1)。 

その内容とは、地域の岐路に際して徹底した議論

を行い、地域課題に対応する方策として住民たちも

楽しみ、自力でやれることを実験イベントで考えだ

し、実施する。イベントは予想外の成果を生み出し

住民に手応えと自信をもたらすとともに、地域づく

りのための具体的な地域課題も浮き上がらせた。そ

こから住民は自分のことだけでなく、集落全体や他

地域のことを考え、地域課題の認識を共有し、課題

解決の方策をさぐる当事者として動きはじめる。イ

ベントを通して住民が傍観者ではなく、地域づくり

の当事者に成長した。そういう意味から「課題発見

型イベント」と名づけたのである。 

本研究は県境を越えた知恵と経験の交流の可能性

をさぐるとともに、「課題発見型イベント」の仮説の再

現性の実証検証を行う研究であることに方法の特色
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がある。本論文の重要な概念である課題発見型イベ

ントについて、改めて定義を明確化しておくと、次

のようになる。 

「課題発見型イベントとは、地域の現状、問題を深

刻に受け止め危機感を抱いたメンバーが、行政や専

門家等のサポートを受けずに自力で自らも楽しむと

いう精神のもと地域づくりの実験イベントを実施す

る。その成果が地域に予想外の反響を生み、住民に

地域課題の再認識をもたらし、地域づくりの当事者

に成長させるものである」と定義する。 

「課題発見型イベント」のタームについて、近

年マネージメントや教育の分野で「課題発見型」と

類似の表現（例えば「課題発見型営業」、「課題解決

型インターンシップ」、「課題発見・解決のためのア

クティブラーニング」等）をよく目にするが、しか

しそこには特に深い意味は感じられない。本研究で

は地域づくりにおいてその出発は「地域課題の発掘

と共有」にあると考えており、そのための方法とし

て「課題発見型イベント」というものが重要な要因

になると考えている。 

 

2. 研究の対象地区と研究方法 

中津川市川上地区は、岐阜県の東部、中津川市の

北東部に位置する。長野県と境を接し、地域の北側

山地エリアは裏木曽県立自然公園に含まれる景勝地

となっている。 

川上地区が属する岐阜県東濃地方は全国有数の桧

生産地であり、生産される桧は「東濃桧」と呼ばれ

る。川上地区も総面積のうち 93％が山林となってお

り、かつては林業収益により財政的に非常に恵まれ

た時代（合併前の川上村の時代）があった。「川上村」

の由来は、1589～1590（天正 17～18）年の美濃検地

によって村の境界が定められ、「かをれ村」として成

立にはじまる。村の中央を流れる川上川の上流に位

置し、河岸段丘上に発達した地域であることから、

川の上流と岸の上という二つの特徴が込められ、「川

の上（うえ）の方」ということで、「かわうえ村」と

呼ばれるようになったと言われる。 

川上村は、2005(平成 17)年 2 月、加子母村・付知

町・福岡町・蛭川村・坂下町・長野県木曽郡山口村

とともに中津川市に合併した。地域の人口：799 人、

世帯数：292 世帯、高齢化率 29.4％(2)である。地域

面積は 29.33 ㎢である(3)。 

地域全体は一枚の木の葉のようなかたちをしてお

り、木曽川水系の川上川とその支流が木の葉の葉脈

として集落域を分布させる基盤となっている。川上

川上流の溪谷は夕森公園として遊歩道・キャンプ

場・マス釣り場などを整備。岐阜県の名水 50 選に選

ばれた竜神の滝も見所となっている。夕森公園周辺

は川上村時代に始まったもみじの植林により、近年秋

にはもみじスポットとして注目されるようになってき

ている(4)。 

中津川市では 2005 年の合併以降、地域の自立的な

地域づくりを進めるため、地域づくり支援制度が整

備されたが、実際はまだ思うように進んでいない。

旧合併町村地区は範囲も広く、地域属性も様々であ

り、「地域での課題認識の共有」が難しく、まだまだ

地域づくりが進展していない地域がある。そういう

中では川上地区は、地形的にも、コミュニティとし

ても地域のまとまりはよく、条件的には恵まれた要

素をもつ。しかし、「かつては裕福な村だったから、

行政が何でもやってくれるという意識が住民に植え

図 1 研究の対象の川上地区と清内路地区の位置

清
内
路
地
区
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ついてしまった」、「地域の人に当事者意識はない」、

「地域の人は自分はやりたくないけど、あなたがや

ってくれるならがんばって、という感じ」(5)のよう

に、住民の積極性にかけ、人任せの面がつよく、な

かなか地域づくりが進まないと言われている。 

伊座利地区での地域づくりの展開過程では①地域

の課題認識の共有過程（議論、目標設定、課題発見

型イベントの実践、地域課題の発掘、当事者意識の

醸成）、②課題解決型組織の創出、③課題解決型組織

の機動的運営という流れを分析することができた。

本研究ではこの流れを援用し、実践型研究の展開を

進めるが、今回の研究の対象としたのは①地域の課

題認識の共有過程である。 

研究調査の流れとしては、川上地区での既存のま

ちづくり組織「川上まちづくり推進協議会（以下ま

ち協と略する）」を対象にしたワークショップ型の会

議での分析を中心に行った。その会議はまず 3 回の

会議、2017 年 6 月 6 日（第１回）、7 月 4 日（第 2

回）、8 月 1 日（第 3 回）を行い、川上の地域課題を

把握した。その後、長野県阿智村清内路地区の地域

づくり調査（8 月 2 日）を行い、清内路地区の地域

づくりリーダーによる川上地区での地域づくりの講

演会（10 月 10 日）を開催し、それを受け第 4 回目

の会議で地域課題に応える実験イベントの提案を求

める予定であった。しかし、その会議で「課題発見

型イベント」となる可能性のある 11 月に実施された

K マルシェへの言及があった。そこで K マルシェ実

行委員会メンバーへのヒヤリングを 12 月 13 日に行

うことにした。それらをもとに 2018 年 1 月 25 日に

第 5 回目のワークショップ型の会議を、まち協メン

バーに K マルシェ実行委員会メンバーも加え川上地

区での「課題発見型イベント」の可能性の検討作業

として行った。 

研究の対象としたまち協の誕生の経緯を整理して

おく。川上地区では 2005 年の合併後 2 年間、敬老会

や運動会などの村の行事は、区長会を中心に PTA や

消防団などの人たちで役員を構成して行っていた

が、手がまわらなくなり、行政の働きかけもあり「川

上まちづくり推進協議会（まち協）」を組織すること

になった。誕生の経緯からも地区のいろいろな行事

を進めることが、まち協の主な役割であった。地域

の人口減少や小学校廃校の可能性など地域課題に対

し、なんらかの方策を考えだしたいが、行事に追わ

れて課題解決を考えるところまで深められていないの

が現状である。まち協の役員は、みんな子どもの頃

からの知り合いで団塊の世代、10 年ぐらいずっと役

員をやっている人が多い。 

5 回のワークショップ型会議の参加メンバーは表

１の通りである。まち協の主なメンバーは、ほぼ出

席という状況である。会議の事務局は中津川市の市

民協働課および中津川市川上総合事務所が担った。

本論文の著者（柳田、佐藤）は専門家グループとし

て全会議、現地調査に参加するとともに、他の共著

者、岐阜大学生、岐阜市立女子短期大学生が、第１

回～3 回会議に参加した。 

 

3. ワークショップ型会議と清内路地区の講演会 

(1) まち協ワークショップ型会議第一回目 

日時：2017 年 6 月 6 日（火）13：00～15：30 

会場：中津川市川上総合事務所会議室 

テーマ「川上地区の地域づくりの課題は何か」 

3 つのグループに分かれてワークショップ型の作

業を行い、地域づくりの課題を発表した。その内容

を整理すると以下の通りである。 

【人口減少・高齢化】 

 中津川市で仕事に就くとそちらに引っ越してし

まう。 

 学校を卒業した後、子どもが出て行って戻ってこ

ない。 

【農業・環境】 

 高齢化と人手不足で農業が大変。営農組合をつく

っているけど先が大変。 

 耕作放棄地ができて藪になると、村全体の景観が

表 1 ワークショップ型会議の参加メンバー

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回

HT氏（まち協会長） ○ ○ ○ ○ ○

KR氏（まち協副会長） ○ ○ ○ ○

KU氏(まち協　市会議員） ○ ○ ○

KR氏（まち協  公民館長） ○ ○ ○ ○ ○

KM氏（まち協） ○ ○ ○ ○ ○

OG氏（まち協） ○ ○ ○ ○

HＲ氏（まち協） ○

Ｋマルシェ HＭ氏（Ｋマルシェ） ○

HＲ氏（中津川市川上総合事務所） ○ ○ ○ ○ ○
HY氏（中津川市役所市民協働課) ○ ○
NO氏（中津川市役所市民協働課) ○ ○ ○ ○ ○

事務局

まち協
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変わる。 

【空き家】 

 2016 年 12 月現在で 33 戸の空き家がある。（空き

家を貸してくれない） 

 中津川市は空き家の改修費用（40 万）をだすが、

入居者が決まらないと補助金は出ない。 

 UI ターン住宅（定住促進住宅 6 戸）も、入居期

間が 5 年でそれを過ぎると出て行かざるをえな

い。 

 最近、外から来て住み着いている移住者もいる。 

【地域の担い手】 

 各団体の役員不足。やり手がいない。住民がワク

ワクしながら参加できない。 

 役が多い。4 月は 10 日。少ないときでも月 3～4

回。草刈りはほとんど毎週ある。 

 白山神社、地域の地蔵さんもある。人が少なくな

ると地域の行事ができなくなる。 

【遊び場】 

 川におりて遊べるところが少ない。 

 植林で里山がなくなったので、山へはいかなくな

った。 

【川上の住民気質】 

 かつては裕福な村だったから、行政が何でもやっ

てくれるという意識が住民に植えついてしまっ

た。 

 地域の人に当事者意識はない。地域の人は「自分

がやるならいやだけどあなたがやってくれるなら

がんばって」という感じ。 

【まち協の誕生の経緯】 

 2005 年の合併後 2 年間、敬老会や運動会などの

村の行事は、区長会を中心に PTA や消防団などの

人たちで役員を構成して行っていた。手がまわら

なくなり、川上まちづくり推進協議会（まち協）

を組織した。 

【まち協の問題点】 

 まち協は、自分のことは自分でやらなきゃと、自

分たちが必要だと思ってつくったのではない。行

政の指導でできちゃった。そのまま 10 年きてし

まった。 

 行事に追われる。やらなきゃいけないこと（もみ

じまつりなどのいろいろな行事）に追われて課題

解決を考えるところまで深められていない。 

 メンバーの固定化、やる気のある人が任期 3 年で

やろうとなって、まち協になった。でもそれから

役員が変わらない。行き詰まってしまっている。 

 

(2) まち協ワークショップ型会議第二回目 

日時：2017 年 7 月 4 日（火）13：00～16：00 

会場：中津川市川上総合事務所会議室 

テーマ「川上の地域資源とまち協 10 年の取り組み」 

大きな地図を使って、川上の地域資源とこれまで

の取り組みを 3 つのグループに分かれて作業し発表

した。 

【自然の活用】 

 川上の地形はまわりを山に囲まれていて、中央を

流れる川に葉脈のように支流が流れ込み、木の葉

のような形をしている。朴葉の形。川の流れと人

の流れが同じで、集落も中央に集まっている。だ

からなのか、地域のまとまりもいい。尾根を越えた

向こう側のような、離れた地域がない。また阿寺

断層と城ヶ根山断層の 2 つの断層が斜め横に通

っている。 

 山間部の尾根筋には部分的に歩ける場所はある

が、ずっとつながったルートはない。 

 一億創生事業のときに街灯を整備しすぎて、中心

部ではあまり星は見えない。山に入っても、木が

邪魔になって星は見づらい。 

 気温は夏にはクーラーいらず。夕森公園でキャン 

 

図2 まち協ワークショップ型会議第二回目の様子
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プをすると夏でも朝の 4 時ぐらいには寒くて目

がさめる。 

【名所・旧跡での取り組み】 

 竜神の滝ともみじは川上の一番の自慢。 

 もみじまつりが、夕森公園で毎年 11 月上旬に実

施。合併後に始まった。 

 植樹祭を夕森公園で毎年 4 月に実施。村有林の財

産があった川上村の頃から始めて20 年。 

 今まで 1万 5000 本を植樹。今年も 140本植えた。

もともと天然のもみじも。 

 白山神社は地区内に 2 つある神社のひとつで、川

上地区の全戸が氏子。10 月第一日曜日に祭りを

行う。祭りは地区が毎年輪番で担当する。 

【自然と農―小学校での取り組み】 

 子どもが育つにはいいところ。市内の校区をなく

して、中津川の子どもたちに集まってほしい。 

 小学校の近くに農業用のため池を浅くして整備

した天然スケート場がある。一周 100m で貸し靴

もある。 

 スケート場周辺は貴重種のモリアオガエルの生

息地があり、イトトンボやカワセミ、アブラハヤ

も生息する。 

 川上小学校の子どもは、近くに畑を借りて芋をつ

くっている。 

 川上小学校の子どもたちが茶摘みをして、炒って

もむ茶摘み体験。昔は自給自足だったので、各家

で畔や小さい場所に茶を植え、つくっていた伝統

の継承。 

 公民館主催の奥三界岳へのふれあい登山に小学

生も参加している。 

【祭りと運動会】 

 小学校の運動会の他に地区の運動会がある。運動

会には人口の半分の 400 人ほどの人が参加する

一番大きな祭り。白山神社のお祭りにも 200 人ぐ

らいが集まる。 

 

(3) まち協ワークショップ型会議第三回目 

日時：2017 年 8 月 1 日（火）13：00～16：00 

会場：中津川市川上総合事務所会議室 

テーマ「地域づくりの課題解決の方策」 

大きな地図を使って、川上の地域づくりの課題解

決の方策を 3 つのグループで作業し発表した。 

【交流人口を増やす】 

 坂下～川上～南木曽へ向かうトレイルを整備。 

 断層研究のメッカである阿寺断層、滝巡りなど。 

 若い人を呼んで、川での伝統漁法での魚釣、冬は

スケート場体験を楽しんでもらう。 

 農業体験:種まき・草刈り・収穫まで行う。ダー

チャ・クラインガルテン。間伐体験。 

【移住人口の増大】 

 親よりも子どもを呼び込む。すると親もついてくる。

 子どもを育てやすい地域であることを前面に出

したい。 

 お試し居住。川上での体験を通して、地域を知っ

てから移住してもらう。 

 人口の少なさよりも人口（年齢）構成が重要。 

 家賃が安いからではなく、川上が好きな人に来て

もらう。 

【川上の人の気質とまちづくり】 

 川上は、上は山で詰まっているが、下には電車も

あるし市街地へ向けて広がっている。また村時代

から行政がいろいろやってくれるので危機感が

ない。 

 地域の人は集まれといえば集まるが、村をよくし

ようという雰囲気が少ない。 

 まちづくりを行うには作戦が必要で、川上にあっ

た作戦でどう地域づくりを進めるか。 

(4) 阿智村清内路振興室櫻井佑介氏講演 

長野県阿智村と岐阜県中津川市は恵那山を県境に

した二地域だが、古代の東山道から昭和の鉄道計画

や直通バスの実験運行など、交流を指向してきた歴

史がある。阿智村は「住民主体」の地域づくりを目

標に自治会の立ち上げや村づくり委員会制度による

地域活性化を進め、観光では昼神温泉や「日本一の

星空」などの取り組み、また移住事業にも力をいれ、

最も山深い清内路地区では 2013 年に移住者の数は

85 人（人口比 13％）にまでなっている。 

8 月 2 日（水）に、専門家グループで阿智村清内

路地区の調査に赴く。地域の資源を調査したのち、

阿智村清内路振興室櫻井佑介氏を訪ね、清内路地区

の地域づくりについてヒヤリングする。非常に興味

深い話が聞けたことから、川上地区での櫻井佑介氏
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の講演会開催を依頼する。櫻井氏の了解をえて、日

程調整を行い、10 月 10 日（火）に川上地区で講演

会を開催することになった。 

当日は中津川市市民協働課の働きかけもあり、川

上地区だけでなく、中津川市の各地区からまちづく

り推進協議会のメンバーが参加し、50 人を越える聴

衆で盛況になり、講演後も多くの質疑があった。 

日時：10 月 10 日（火）13：00～16：00 

会場：中津川市川上総合事務所ホール 

【清内路地区の概要】 

山が険しく、平地部分がほとんどない地形のため、

伝統的に下の集落域と山の田畑地域に二つの家をも

つ「出づくり」の村として有名なところである。ま

た、阿智村を含む伊那谷地域は満蒙開拓団に多くの

団員を送った歴史がある。 

2004 年に公共事業費の不祥事が発覚。阿智村との

合併話も一度は立ち消えになり、役場職員もかなり

責められ全国一職員の少ない役場になる。危機感を

いだいた住民の間から、地域づくりの組織として「や

よみてえ改うよみてっや（」会談懇いまえか改いまら

う清内路）が生まれる。2009 年に阿智村と合併。 

2017 年 10 月 1 日現在で人口 578 人、234 世帯、高齢

化率 40.66％。 

【清内路といえば…心の文化むら】 

 手作り花火（秋季奉納煙火）：約 300 年の歴史が

あり、村民が火薬から製造しているところは全国

でも稀。住民団体が火薬業者として登録。20～60

代が花火づくりに参加し、家族より多くの時間を

花火の仲間と過ごす。その中で昔話を聞いたりする。

 伝統野菜：種取りをしている野菜が多く、多くの

種が古くから残っていた。 

【清内路公民館の取り組み】 

 合併後、公民館活動に力を入れている。公民館が

定期的な学習会の場をつくり、地域の問題を出し

てもらう話し合いを行う。最後はお酒を飲みなが

らの会になる。

【清内路での地域づくりの取り組み】 

 空き家を考える会：空き家の調査、移住者の相談

など。定年退職後に帰ってこられる「家」と「つ

ながり」も重視。 

 清内路家庭料理を味わう会：30～40 代のお母さ

んたちが立ち上げた会。おばあちゃんたちが作る

昔ながらの味。 

 一番清水の会：清水を売り出そうという話もあっ

たが、自由にくめるようにしている。 

 清内路伝統野菜保存会認定 5 品は、清内路きゅう

り、黄いも、赤根大根、清内路にんにく、清内路

かぼちゃである。 

 青年会：合併直前に 3 年ほど途絶えていた青年会

が復活した。 

【移住者】 

 UI ターン者の割合が 21.9％をしめている。30～

40 代が多い。2 年おきではあるが、UI ターン者

が転出者を上回っている。 

【人口維持できる地域の要因】 

 住民も行政も真剣に地域に向き合った時代があ

る。これが一番大きい。 

 地域活動がさかん。若い人にとって、青年会・花

火の存在も大きい。 

 自治会、協議会、公民館での話し合いが多い。顔

をあわせて愚痴をいいあう機会が多い。 

 

(5) まち協ワークショップ型会議第四回目 

日時：2017 年 11 月 28 日（火）13：00～15：45 

会場：中津川市川上総合事務所会議室 

テーマ「今後進むべき方向」 

3 回のワークショップ型会議で出された川上地区

の問題点と背景について専門家グループ側からレポ

ートした後、清内路地区からの刺激も合わせ、今後

の川上での地域づくりの進むべき方向について、地

域課題に応える実験的イベントの提案を含め自由討

論を行ってもらった。その内容を以下に示す。 

【地域の人口減少と活力低下】 

 すでに人口は 801 人。年内には 700 人台になるよ

うな状況で、何もしない選択もあると思うが、何

か一つにしぼって集中してやらないと、落ち込ん

でしまうばかりだと思う。 

 現状のままでは、高齢化若者流失で急速に地域活

力が失われる。 

【交流人口の増大】 

 川上の価値を評価する移住者の促進が必要。 

【課題認識の共有】 

 上記の課題の認識と共有へは到達できている。 

【地域づくりを進める仕組み】 
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 ここからどうやればいいのか、仕組みをどう作れ

ばいいのかがわからない。交流人口を増やせば移

住定住が増えるのか、そのところがわからない。 

 いままでの話し合いの内容を次にどうつなげる

かを考えている。 

実験的イベントの提案を含め今後の川上での地域

づくりについて、積極的な進むべき方向が打ち出さ

れることを期待していた事務局・専門家グループと

しては、この議論の内容については、第 1 回目のス

タート時にもどってしまったと感じるものであった。

その時の印象として、まち協メンバーは地域づくり

の担い手としての当事者意識があり、地域への危機

意識ももつが、実行力がともなわない、実行企画力

のない組織であるということを強く感じた。他地域

の成功事例などの情報についても精通するが、その

情報も他人事的としている面がある。この点につい

て「まち協は、メンバーがある程度キャリアもあり、

地元で仕事をしている人たちなので、失敗できない

と自分たちで勝手に思い込んでいるのかもしれな

い。」という評がある。 

しかしその時ひとりのメンバーが、以下の内容を

紹介した。 

【もみじまつりと Kマルシェ】 

 まち協の主要行事であるもみじまつりで、今年は

女性や移住者の若い人が中心になって企画した K

マルシェという新しい取り組みが、大変面白く大

きな反響を呼んだ。来場者も個人客が増え、今年

のもみじまつりは成功だったと思う。 

【まち協の役員体制の組織改正】 

 まち協の次の役員に、次はどんな人に入ってもら

うか（女性を入れるか）という話もしている。も

みじまつりをどう支えていくか、今回出てきてく

れた年齢の人たちが動きやすい環境をどうつく

れるかが大切になってきている。 

という意見が出て、2017 年のもみじまつりにおい

て行われた K マルシェが、進まないと言われていた

川上地区の地域づくりで、新しい一歩となった可能

性があるのではないかの認識を専門家グループは

もった。  

4. K マルシェとは何か―K マルシェ実行委員会へ

のヒヤリング 

日時：2017 年 12 月 13 日（ 水 ）12：30～15：30 

会場：橋本行政書士事務所（中津川市川上矢柱） 

事務局の連絡により、K マルシェの立ち上げで最

初に集まった 3 人 HM さん、OH 氏と、WK さんとサポ

ートメンバーである 4 人の女性に集まってもらい話

を聞いた。 

HM さんは川上生まれでまち協メンバーKU さんの

娘さん。京都の大学へ進学・就職・結婚後、ご主人

を連れて U ターン、川上森平地区の元集会所をリノ

ベして行政書士事務所を開設。ご主人は大阪府河内

長野市出身、川上で農業を営む。OH 氏は石川県珠洲

市生まれで、愛知県刈谷市で看板屋・内装の仕事を

し、2015 年に夫婦で川上に移住。古民家をセルフビ

ルドで修理中である。WK さんは川上の隣の坂下出身、

高校卒業後中津川を出て、仕事・結婚後、愛知県春日

井市に住んでいたが、ここで自分の子どもを育てる

のはいやだと思い、家族を引き連れて戻り、川上の

UI ターン住宅に入居する。今は事情により住まいは

坂下に移すが、HM さんの事務所で働いている。 

K マルシェ誕生の動機について、HM さんは「川上

は人が少なく、小学校が廃校の危機にあり、お店も

自動販売機もなくなっていっている。これはやばい、

どうにかしたいと思ったが、どうしていいのかがわ

からない。“いきいき市場(6)” を盛り上げようと思

いブロッコリーをおろしてみたりしたが、そんなこ

とでは何年かかるかわからない。それでとりあえず

なにかやろうと思い、K マルシェを企画した。地域

の人には、これからも農業を続けようと思ってほし

いから、おじさんおばさんのつくった野菜やお米を

仕入れて、売り上げのお金を来年の肥料代や苗代に

してもらうと思った。川上のいいところは、住んで

いるとなかなかわからない。田舎(川上)をいいとこ

ろとして見ていこうと思い、（伝統的にある）しめ縄

づくりや、(木の伝統を活かす）間伐材活用や木の実

を使った工作づくりなどを行った」とまず話しはじ

めた。 

これに関し K マルシェの企画書には次のように書

かれている。「私たちは、“川上”この田舎と自然に

誇りを持ちたいと思っています。早朝、植物達が放

つエネルギーの匂い、香りに感動します。自然は誇

らしさ以上のものです。でも、“田舎”に関しては少

し引け目も感じてしまうんです。こんなに住みやす
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いのに、こんなに癒されるのに、こんなに刺激的な

のに…だから、ここに住んでいる私たちが田舎を楽

しみたくて、自然あふれる川上がすばらしいことを

わかりたくて、都会の人達にも感じてもらいたくて、

イベントを企画しました。それが［K マルシェ］で

す。」 

 

最初は 3 人（HM、OH、WK）で考え始めて、K マル

シェの案をもみじまつり実行委員会に出したのは、

2017 年 6 月頃。「K マルシェをもみじまつりでやろう

と企画したのは、（もみじまつりの）集客が見込める

から。こちらから実行委員会に対し、やっていいで

すかとアプローチした。実行委員会ではもっと反対

されるかと思ったが、割とみんな受け入れてくれ、

まかせてくれた。そしてまわりのママ友に話をして

いくと、みんなも“もっと川上がこうなったらいい” 

という思いを持っており、手伝うよと言ってくれた。」

結果、呼びかけに賛同して多くの 30～40 代の UI タ

ーン組や移住組などがサポートしてくれて、開催す

ることができた。 

参加したメンバーの声「(結婚して埼玉県から川上

に来たが）ご近所がすごくいい人で、主人が仕事で

地区の行事に出られなくても嫌な顔をせず、“子ども

が小さいから大変だよね”と言ってくれた。子ども

ができて同年代のお母さん同士の交流もでき、この

メンバーもいい人たちで“川上っていいな”と思う
図 3 Ｋマルシェの会場 

図 4 Ｋマルシェの会場案内図
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ようになった。川上のために何かしたくてもなかな

かできなかったが、K マルシェに声をかけてもらい、

今こそはと思った。よそ者なので、やりたい気はあ

っても一歩が踏み出せない。HM さんが踏み出してく

れたので、それに乗っからせてもらった。やってみ

たらすごく楽しく、達成感があった。」 

その結果、まち協のメンバーの中にも「今年のも

みじまつりでは女性や移住者の若い人が表に出て、K

マルシェという取り組みを一生懸命やってくれた。K

マルシェだけでも今回のもみじまつりは成功だった

と思う。」「来場者の話を聞いてみると“香嵐渓より

スケールが大きい”という人がいた。ひとつ化けれ

ば大化けするぞという印象があった。」と評価する声

が出たのである。 

K マルシェの今後について、HM さんは「とにかく

やってみよう」ということで始めた。目的にたどり

着くまでは続ける。川上に仕事がなくて出て行って

しまう人も多いが、仕事があれば住み続ける可能性

が広がる。買い物でも、今はちょっと足りなくなっ

ただけで坂下まで買いにいかなければいけないが、

それを川上で賄えるように品数を増やし、野菜も計

画的に作付けして、一年を通して新鮮な野菜が買え

るような場をつくりたい。」と述べ、今後さらに発展さ

せていきたいと考えている。 

 

5. まち協ワークショップ拡大会議第五回目 

日時：2018 年 1 月 25 日（木）13：00～15：45 

会場：中津川市川上総合事務所ホール 

まち協ワークショップ型会議に K マルシェ実行委

員会の HM さんを加えて拡大会議を行った。テーマは

まち協会議で 2017年のもみじまつりでの Kマルシェ

をどう評価するか。K マルシェ＝“課題発見型のイ

ベント”の可能性についてである。 

まず、HM さんが口火を切った。「K マルシェは、私

が勝手にやろうと思って、OH 氏と WK さんに手伝っ

てもらって始めた。他の人にはなるべく負担のない

ようにと思い、当日だけ手伝ってもらった。WG 氏（林

業で移住してきた人）には丸太切り体験を、KG 氏（移

住してトマトの栽培をしている人）には野菜を出し

てもらった。当日は合計 30 人ぐらいの人に手伝いに

来てもらったと思う。準備のパンフレットの折り作業

（1万枚）には、全地区から来てもらった。」 

それに対し、まち協 HT 氏は「いろんなイベントを

やってきた中で、こういった団体には初めて参加し

てもらった。ふだんなら主催者（まち協）がみんな

を集めて何かをやる感じだが、自発的なグループが

参加し、準備もまわりに負担をかけずに彼女たち（K

マルシェ）で進めていった。またチラシをつくると

きには、人を集めて 1 万枚準備してしまうようなテ

クニックもある。そういうのは自分たちのノウハウ

にはないところだし、彼らも楽しんでやっているよ

うに見えた。どちらかがお願いして呼んでくるとい

う形ではなく、若い人と年寄りグループが一緒にで

きた。もみじまつりは外から人に来てもらうお祭り

なので、村の人間はサービスを提供する側に徹して

いる。でも K マルシェみたいなものをやると、村の

人も買い物に来て楽しめるのかなと思った。もみじ

まつり実行委員会に参加してもらっていたので知っ

てはいたが、あそこまでやってくれるとは思わなか

った。イベントの担当は、いつもはたこ焼き屋さん

などにお願いに行って露天商の元締めみたいなこと

をやるので、毎年結構大変だった。それを HM さんに

やってもらっていいのかなと思っていたが、うまく

やってくれた。自分たちは K マルシェの手伝いはし

ていなかったので、イベントにはびっくりした。近

隣のお菓子屋さんなんかは今まで通りだったが、あ

れだけのスペースに店を出してもらえて、こちらも

楽だった。」 

まち協 KR 氏「今までは既存のお店にお願いしてや

ってきたので、これだけの人がいろんなことをやっ

てくれるのかと思った。HM さんがうまく調整して、

地域の人が、自分でつくった自家用野菜でスープを

つくってくれたりもした。野菜を作っている人みん

なに声をかけてくれたので、自分も急いで出せるも

のがないか考えて準備した。たくさんの人が少しず

つ野菜を出してくれて、それでお客さんが喜んでく

れて、つくったものが消費された。それがよかった。

お母さんたちが売り子もちゃんとやってくれて、野

菜を出した方はボランティアのつもりだったのにお

金に変わった。これは、もみじまつりに参加して楽

しみながら収益をあげる、という動きにつながるの

かもしれない。今までは、年に 250 万円ぐらい投資

して、出店した既存のお店が儲けるだけだったが、

手伝ったくれた人も潤う形にしてくれたのは、今回
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が初めて。祭りに出すから荒らしている畑でちょっ

と余分につくろうかという動きにつながると、荒廃

した農地の改善につながる。今回のことが大きなタ

ーニングポイントになるのかもしれない。」

さらに、川上地区の地域づくりのテーマである「交

流人口の拡大」についても、次のような意見がでた。 

まち協 HT 氏「いきなり移住定住ではなく、交流か

ら始めるというのは最近ほかでもいわれ始めている。

K マルシェだけではなく、ほかのところでも交流が

深まれば、（移住してきた）WG 氏や OH 氏たちも積極

的になってくれると思う。そうすれば、家賃が安い

からという理由で入るのではない人たちが来てくれ

るかもしれない。そういう人を呼び込むことが大事。

そのためには、川上がいいところだと思ってもらえ

ないといけない。（まち協）KT さんもそういうこと

を考えているようだが、残念ながら役が多くてでき

ないでいる。」

事務局 NO 氏「川上にはいろんな技術を持っている

人がいるが、若い人は知らないので、人材台帳みた

いなものをつくって、この人のこれを教えてもらおう、

というふうになるといい。」 

まち協 KR 氏「これから、観光も体験イベントがト

レンドだと思う。それをいろいろ考えていかないと。」 

今後のまち協の組織についても、事務局 NO 氏が

「これを突破口に、どうやっていくかがまち協の課

題。K マルシェもまち協のメンバーに加えてもらえ

ればやりやすいかもしれないし、体制をどうしてい

くかを詰めていく必要がある。」と振ると、まち協

KR 氏は、「まち協の部会は必要に応じてつくること

になっているので、“新しいことをやってみよまいか

部会”をつくって若い人たちにフリーでやってもら

う、それにまち協は全面協力していくような体制が

いいかも。まち協の役員になってもらうより、若い

感性で思いついたらやってもらうような。」、HM さん

「その方が私たちもやりやすい。」、まち協 HT 氏「こ

れからのイベントにも若い人の考えを生かしていき

たい。」と積極的な意見がでた。  

6. K マルシェ＝課題発見型イベント 

課題発見型イベントを「地域の現状、問題を深刻

に受け止め危機感を抱いたメンバーが、行政や専門

家等のサポートを受けずに自力で自らも楽しむとい

う精神のもと地域づくりの実験イベントを実施。そ

の成果が地域に予想外の反響を生み、地域課題の再

認識をもたらしたもの」と定義したが、K マルシェ

がそれに該当するかどうか、分析する。 

まず K マルシェは、企画から行政や専門家等のサ

ポートを受けずに自力に行ったイベントである。専

門家グループは全くその情報をもっていなかった

し、事務局にも知らされていなかったようである。 

次に地域の現状、問題（川上は人が少なく、小学

校が廃校の危機にあり、お店も自動販売機もなくな

っており、農業も担い手が少なく農地が荒れてきて

いる）を深刻に受け止め危機感を抱いたメンバーが、

自分達の力でなにかやろうと思い、手作りの地域

農産品を都会の人達にアピールする交流活動イベ

ント・K マルシェを企画実行した。 

3 番目がイベントの手応えと反響についてである。

2017 年のもみじまつりは個人客が増え、来場者の話

を聞くと「はじめてきたけどこういうところがある

んだ」、「香嵐渓よりスケールが大きい」、ひとつ化け

れば大化けするぞという感想があった。また K マル

シェの運営の仕組みはイベントを外部の人に頼むの

ではなく、地域の人達が主役となり村の人も参加し、

買い物に来て楽しめるものになったこと。「あそこまで

やってくれるとは思わなかった。」と予想外の成果を

生み出し、手応えと反響をもたらした。 

そのなかで地域づくりのための具体的な地域課題

も浮き上がらせた。まず地域づくりの担い手が限ら

れ、主体的に参加する人達がいないと言われていた

川上で、従来活動に参加することがなかった若い女

性や移住者が中心になり、年寄りグループにも働き

かけ一緒に活動するイベントとなった。 

さらに従来はイベントに経費をかけ露天商等に出

　これらをまとめると、若い人と年寄りグループ

が一緒に活動できたこと、外部の人に頼むのでは

なく、地域の人達が主役で企画者も村の人も参加

し、買い物に来て楽しめるものなったこと、また

楽しみながら収益をあげるという動きにつながる

ものが生まれ、荒らしている畑で祭りに出すから

余分につくるなど、荒廃した農地の改善につなが

る可能性も生まれた。今回のことが大きなターニ

ングポイントになるのかもしれない、など大きく

評価するものであった。



21愛知大学三遠南信地域連携研究センター紀要 2017

畑などでつくった手作りのものを出した。ボランテ

ィアのつもりがお金に変わった。いままで荒らして

いる畑を祭りに出すから余分につくろうかという動

きが生まれ、荒廃した農地の改善や地域の生業の仕

組みを変える可能性も生んだ。 

地域づくりの担い手が、地域課題の認識を共有し、

課題解決の方策をさぐる当事者に変わるということ

では、まち協メンバーはもともと地域づくりの担い

手としての当事者意識があり、地域への危機意識も

もっていた。しかしなによりも実行力がともなわな

いグループであった。今回のイベント後、実行力に

ついての課題を自らも理解し、新しい仕組みをつく

り若い人たちに自由にやってもらい、まち協は全面

協力していくような実行性のある体制を考えるよう

になった。 

清内路地区との知恵の連携交流についても、従来

ではに達分自（、がたいてっ知は報情の域地進先らか

きない）よそ事だと思っていたところがあった。今

回、他地域の情報を生きた知恵として、当事者とし

ての実行力の獲得により、はじめて内部化すること

ができはじめたように思える。そのための K マルシ

ェであった。 

以上から中津川市川上地区での地域づくりにおい

て、K マルシェ＝「課題発見型イベント」であったこ

とを実証するデータを集めることができたと考える。

 

地域づくりが進まない地域において、問題点・課

題を外部から指摘しても、反発あるいは無視の反応

が多く、状況はなかなか改善されない。地域づくり

を進める本当の力は地域の内部からしかくみ出す

ことはできない。地域の内部には長く住み続ける人、

UI ターンの人、外からの移住の人、地域に関係する

人、様々な人がおり、その中の危機意識をもった有

志の取り組みが、地域に大きな発見と力をもたらす。

「課題発見型イベント」とは、地域づくりの力を地

域の内部から発掘する方法である。 

 

7. まとめ 

地域づくりが進まないと言われていた中津川市川

上地区において、その突破口に「課題発見型イベン

ト」が有効という仮説の実証型研究を川上地区での

まち協のワークショップ型会議を対象に行い、「課題

発見型イベント」が有効に機能したことを実証する

ことができた。その「課題発見型イベント」は 2017

年 11月に行われたもみじまつりでの Kマルシェであ

る。イベントは予想外の成果を生み出し、地域に手

応えと反響をもたらした。従来のイベントは外部に

委託するものであったが、K マルシェは地域の人達

が主役となり村の人も参加し、イベントに来て楽し

めるものになった。さらにイベントに野菜等を出品し

たことから、十分活用していない田畑をもっと活用

しようという動きが生まれ、荒廃した農地の改善や

地域の生業の仕組みを変える可能性も生んだ。また

K マルシェの実施を通して地域の交流活発化、その

人材の活性化の可能性も生まれた。地域づくり組織

であるまち協の最も大きな問題点であった実行力不

足について、メンバー自らも理解し、新しい仕組み

をつくり K マルシェを担った若い人たちに自由にや

ってもらい、まち協は全面的にバックアップする体

制をつくり、問題点を解決する仕組みを考えるよう

になった。 

もう一つの仮説である地域づくり先進事例である

長野県阿智村清内路地区との県境を越えた知恵と経

験の交流が川上地区の地域づくりの実践に役立つと

いう点について、「課題発見型イベント」実施後、地

域が実行力不足の問題を解決する方策を見つけ出す

ことにより、はじめて情報を生きた知恵として内部

化することができたと考える。 

 

注記 

1) 柳田桃子、後藤春彦、田口太郎、柳田良造「小

規模漁業集落における地域づくりの展開～徳島

県美波町伊座利地区での取り組み～」日本建築

学会計画系論文集 No.742、2017 年 12 月 

2) 2015（平成 27）年国勢調査。中津川市 HP より 

3) 2016（平成 28）年 4 月 1 日現在。中津川市川上

総合事務所 HP より 

4) 「まち協ニュース」2017（平成 29）年 1 月号 

5) まち協ワークショップ型会議第一回目（2017 年

6 月 6 日）の発言から 

6) 地域の農家の農産物の販売と高齢者が賄う食堂

が一体になった施設で、川上地区で現在唯一昼

食などがとれる場所。建物は中津川市が建設所

有。 

店してもらっていたが、K マルシェでは地域の人が


